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Thesaurus Un
iversitatis

新
入
生
研
修
後
︑
仲
間
と
と
も
に



だいがくのたから

建
学
精
神
の
継
承

　

今
年
、
学
園
創
立
75
周
年
を
迎
え
る
亜
細
亜
大
学
は
、
建
学
精
神
「
自
助
協
力
」
に
基
づ
き
、
多
様
化

す
る
世
界
の
中
で
、
相
互
理
解
と
調
和
を
も
っ
て
、
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
に
国
際
社
会
の
発
展
と
平
和
に

貢
献
す
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
の
建
学
精
神
「
自
助
協
力
」
の
四
字
が
、
本
学
の
敷
地
中
央
に
あ
る
太
田
耕
造
亜
細
亜
大
学
初
代
学

長
の
胸
像
の
後
ろ
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
４
年
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
を
経
て
迎
え
る
卒
業
の
日
に
、
毎
年

多
く
の
学
生
が
友
人
た
ち
と
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
胸
像
の
前
で
記
念
撮
影
を
し
て
い
る
。

　

本
学
で
は
、
建
学
の
精
神
を
理
解
す
る
機
会
と
し
て
毎
年
11
月
、
学
友
会
が
呼
び
か
け
、
お
よ
そ
１
０

０
０
人
の
学
生
が
参
加
す
る
「『
自
助
協
力
』
を
考
え
る
集
い
」
を
開
催
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
出
席
し

た
学
生
に
学
長
が
直
接
、
建
学
精
神
と
大
学
の
教
育
理
念
を
体
得
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
語
る
。

　

建
学
精
神
の
継
承
が
具
体
的
に
何
か
、
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た
か
を
示
す
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
学
生
が
建
学
精
神
「
自
助
協
力
」
と
は
何
か
を
考
え
る
会
を
自
発
的
に
続
け
て
き

た
意
志
と
努
力
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
意
義
深
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
年
４
月
１
日
の
入
学
式
の
日
、
お
よ
そ
１
７
０
０
人
の
新
入
生
を
迎
え
た
。
満
開
の
桜
花
の
下
に
あ

る
こ
の
胸
像
の
前
で
、
今
年
も
新
入
生
が
記
念
写
真
を
撮
影
し
て
い
る
。
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
繰
り
返

さ
れ
る
こ
の
風
景
に
、
新
た
に
迎
え
た
学
生
た
ち
へ
の
建
学
精
神
継
承
の
兆
し
を
見
る
の
で
あ
る
。

亜細亜大学
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「
高
校
生
の
た
め
の
留
学
Ｑ
＆
Ａ
」
に
つ
い
て�

山
田
政
通

76

私
の
授
業
実
践
─
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

考
え
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せ
る
工
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石
岡
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き
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わ
が
大
学
史
の
一
場
面
─
日
本
の
近
代
化
と
大
学
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歴
史

新
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な
展
開
を
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め
て
大
学
が
変
わ
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き
―
阪
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大
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変
革
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お
け
る
転
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点
を
探
る�

吉
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茂
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ン
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ッ
プ
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ジ
ナ
ル
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
編
》

富
士
の
天
然
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―
絆
で
生
ま
れ
た
日
本
大
学
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー・

日
本
大
学�

瀧
澤
義
昭
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０
０
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史
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ユ
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ミ
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―
潤
う
女
子
応
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ブ
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ン
ド
の
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生・

昭
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子
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保
坂
邦
夫

92

ク
ロ
ー
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ア
ッ
プ・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

シ
ャ
ボ
ン
玉
石
け
ん
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長
　
森
田
隼
人
さ
ん
に
聞
く�

（
聞
き
手
）
川
島　
葵

94

新
会
員
代
表
者
紹
介

同
志
社
／
松
山
東
雲
学
園
／
明
治
大
学
／
大
阪
医
科
薬
科
大
学
／
成
城
学
園
／

成
蹊
学
園
／
真
宗
大
谷
学
園
／
津
田
塾
大
学

102

新
学
長
紹
介

兵
庫
医
科
大
学
／
恵
泉
女
学
園
大
学

106

新
加
盟
大
学・

学
長
紹
介

大
阪
薬
科
大
学
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執
筆
者・

出
席
者
の
ご
紹
介・

108
　
　
連
盟
ニ
ュ
ー
ス・
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編
集
後
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〈
カ
ッ
ト
〉
熊
谷
有
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　仙台白百合女子大学は、2011年３月11日の東日本
大震災の後、「被災地に在る大学」として学生や教職
員がそれぞれに被災地支援を継続してきました。そ
の取り組みの一つに、人間学部健康栄養学科の管理
栄養士を目指す学生によるゼミ ・ボランティア活動
の一環として、仮設住宅で暮らす被災者を対象とし
た栄養教育があります。
　本学には、その前身の短期大学創立時から既に栄
養士養成課程が置かれており、半世紀の歴史を刻ん
できました。
　「すべての人に対し、すべてとなる」（１コリント9：
22）のことばに表される白百合の精神は、助けを必
要とする人に手を差し伸べるだけではなく、全ての
人に心を向けることのできる女性を育ててきました。
本学は、設立母体であるシャルトル聖パウロ修道女
会の創立（1696年）以来320年の歴史を背景に、グ
ローバルな視野に立った人材育成を志向しています。

〈表紙写真〉

東日本大震災の仮設住宅で暮らす被災者を
対象に栄養教育をする学生



仙台白百合女子大学は、
前身の仙台白百合短期大学創立から

50周年を迎えました。

　モンテッソーリ教育などに代表される幼児教育からパリ大学など欧州
の大学の歴史に重なる高等教育まで、海外では「カトリック教育」に対
して高い評価があります。日本では上智大学、南山大学など著名なカト
リック大学があり、本学は東北地方で唯一の４年制カトリック大学です。
　同じ設立母体による全国の「白百合学園」の精神、また前述のカトリッ
ク教育の精神は、歴史によって実証済みといえるかもしれません。グロー
バル化した現代においても、かつて函館を目指してはるかフランスから
来航し、人生を終えた修道女たちの精神が、創立50周年を迎えた仙台白
百合女子大学の「白百合の教育」の中に生きています。

大学点描



人間発達学科

心理福祉学科

仙台白百合学園小学校での１日観察実習

社会福祉法人・仙台白百合会「カリタスの丘」生活支援技術実習

造形ゼミナールによるエプロンシアター製作（保育教材研究）

　人間発達学科には、子ども発達専攻の中に幼稚園教諭・保育士養成課程と
小学校教諭養成課程があります。どちらの課程の学生も、授業外のボランティ
ア活動に積極的に参加して地域に貢献しています。小学校教諭養成課程の学
生は、地域の小学校におけるボランティア活動が評価され、仙台市教育委員
会から表彰されました。幼稚園教諭・保育士養成課程は、模擬保育や教材製
作・音楽発表会など実践的な訓練の機会が多くあります。

　心理福祉学科は、心理学を総合的に学ぶ心理コースと、社会福祉の実践領
域を中心にソーシャルワークを深く学ぶ福祉コースによって構成されていま
す。学内の設備の整った実習室だけではなく、仙台白百合女子大学の関連施
設「カリタスの丘」も、研究・教育に活用されています。社会福祉法人・仙
台白百合会「カリタスの丘」は2004年に設立され、周辺のみならず仙台市の
高齢者福祉複合施設として高い評価を得ています。



グローバル・スタディーズ学科

健康栄養学科

実験授業風景

中国や台湾からの留学生

手作り弁当の調理

セント・ポール大学マニラ校からスタディーツアーとして来学

　健康栄養学科は、人の健康に寄り添い、豊かな暮らしの支えとなるよう、求める
人全てに的確に対応する前向きな姿勢を忘れない管理栄養士の養成に努めています。
　ゼミ活動の一環として、2012年から年に5・6回、地元の女子サッカーチーム・
ベガルタ仙台レディースの選手に手作り弁当を差し入れる活動を行っています。
体力の消耗など身体的課題を念頭に、運動選手の食事を研究して実践する良い機
会になっています。

　グローバル・スタディーズ学科では、グローバル社会を理解するための教
養と、そこで活躍するための実行力を身に付けることを目指しています。海
外留学が盛んで、８カ国16大学と協定を結び、これまでに75名の学生を留学
提携校に送り出し、24名の交換留学生を受け入れてきました。フロリダ州ディ
ズニーワールドへのインターンシップ留学やＡＮＡエアラインスクールの学内
講座など、東北地方では他にないプログラムを展開しています。



大震災ボランティア
─被災地のカトリック大学として

本学学生、教職員による被災地でのボランティア活動

　2011年３月11日の震災当初から、仙台白百合女子大学は全国のカトリッ
ク大学、およびカトリック学校をはじめ、国内外の多くの方々からご支援
をいただきました。また、本学の学生、教職員も被災地でさまざまなボラン
ティア活動をしてきました。仮設住宅での栄養教育もその一つです（表紙）。
　上の写真は、津波被害を受けた沿岸部でボランティア活動をする仙台白
百合女子大学の学生有志と教職員です。現在の支援活動は、仮設住宅にお
住まいの方々の生活支援や心のケアなどを、学生・教員のゼミや研究と関
連して行っています。

　清泉女子大学の協定大学 Leeds Trinity 
University College から大震災後に贈られ
たメッセージ。カトリック大学の全国的
な絆、およびグローバルな絆を象徴する、
本学の“宝”の一つです（写真左）。



　

仙
台
白
百
合
女
子
大
学
は
学
校
法
人
白
百
合
学
園
が
経

営
し
て
い
る
東
北
地
方
唯
一
の
カ
ト
リ
ッ
ク
４
年
制
大
学

で
あ
り
、
今
年
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
。
白
百
合
学
園
の

設
立
母
体
は
17
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
に
始
ま
る
シ
ャ
ル
ト
ル

聖
パ
ウ
ロ
修
道
女
会
で
あ
り
、
現
在
は
本
部
を
ロ
ー
マ
に

置
き
、
全
世
界
で
教
育
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
本

学
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
愛
の
精
神
を
土
台
に
し
て
、
人
間

の
深
い
理
解
と
援
助
を
目
標
に
人
間
学
部
（
４
学
科
）
を

置
き
、
豊
か
な
人
間
性
と
確
か
な
知
性
を
持
っ
た
、
社
会

で
活
躍
で
き
る
女
性
を
育
成
し
て
い
る
。

巻 

頭 

言牛
渡 

淳
●
仙
台
白
百
合
女
子
大
学
学
長
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は
じ
め
に

　

大
学
の
「
２
０
１
８
年
問
題
」
が
大
き
な
関
心
事
と
な
り
、

「
淘
汰
の
時
代
」
が
本
格
化
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

入
学
生
の
多
様
化
や
ユ
ニ
ー
バ
ー
サ
ル
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
な
ど
、
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
激
し
く
変
化
し
て

い
る
。

　

三
大
都
市
圏
に
あ
る
女
子
大
学
も
、
大
学
の
有
り
様
の
認

識
と
あ
る
べ
き
姿
の
検
討
や
自
己
改
革
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
本
学
も
当
然
例
外
で
は
な
く
、
厳
し
い
環
境
下
に
あ
る
。

　

２
０
１
３
年
に
、
本
学
は
創
立
50
周
年
を
迎
え
た
。
そ
の

際
、
建
学
の
精
神
や
教
育
理
念
お
よ
び
「
地
域
と
共
に
歩
む

大
学
」
と
し
て
の
地
域
貢
献
を
再
確
認
し
、
現
在
、
建
学
の

精
神
の
具
現
化
と
実
学
教
育
の
推
進
を
中
心
と
し
た
教
育
改

革
を
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
途
上
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
開
学
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
小
規
模
女
子
大
学

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
そ
の
存
在
意
義
や
直
面
し
て
い
る

課
題
解
決
の
方
策
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

１　
沿　
革

　

本
学
の
前
身
は
、
１
９
３
８
年
に
設
立
さ
れ
た
園
田
高
等

女
学
校
で
あ
る
。
当
時
の
園
田
村
（
現
尼
崎
市
北
東
部
）
の

村
長
を
は
じ
め
地
域
の
有
力
者
ら
は
、
戦
時
下
に
も
関
わ
ら

ず
、
地
域
の
女
子
教
育
の
振
興
を
図
り
た
い
と
い
う
強
い
思

い
を
抱
き
、「
捨
我
精
進
」
を
建
学
の
精
神
に
設
立
を
成
し
と

げ
た
。
以
来
、
こ
の
精
神
は
本
学
の
教
育
に
脈
々
と
受
け
継

が
れ
、「
地
域
と
共
に
歩
む
大
学
」
と
し
て
70
年
以
上
を
経
た

現
在
も
な
お
継
続
し
て
い
る
。
さ
ら
に
戦
後
の
教
育
改
革
を

経
て
、
１
９
６
３
年
に
園
田
学
園
女
子
短
期
大
学
を
開
設
し
、

１
９
６
６
年
に
は
文
学
部
を
設
置
し
た
園
田
学
園
女
子
大
学

川
島 

明
子
●
園
田
学
園
女
子
大
学
学
長

女
子
大
学
の
地
域
社
会
に
お
け
る
存
在
意
義
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と
し
て
開
設
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
大
学
の
教
育
理
念
を
「
他
者
と
支
え
合
う
人
間

の
育
成
」
と
し
て
確
立
。
こ
の
間
、
時
代
の
流
れ
に
呼
応
し

て
学
部
編
成
の
改
革
に
取
り
組
み
、
数
次
に
わ
た
る
改
組
を

行
い
、
現
在
は
人
間
健
康
学
部
（
総
合
健
康
学
科
、
人
間
看

護
学
科
、
食
物
栄
養
学
科
）、
人
間
教
育
学
部
（
児
童
教
育
学

科
）
の
２
学
部
と
短
期
大
学
部
（
生
活
文
化
学
科
、幼
児
教
育

学
科
）
で
構
成
さ
れ
る
、
在
籍
数
約
２
０
０
０
名
規
模
の
女

子
大
学
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
１
９
８
０
年
か
ら
、
当
時
の
国

際
化
と
い
う
社
会
の
要
請
に
沿
う
形
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

や
オ
セ
ア
ニ
ア
の
諸
大
学
と
交
流
事
業
を
進
め
、
１
９
９
３

年
に
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
教
育

大
学
（
現
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
学
）
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
園
田

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）
を
建
設
し

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
足
が
か
り
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
台
湾
、
中
国
、
韓
国
の
大
学
な
ど
と

の
姉
妹
校
提
携
や
学
術
協
定
に
基
づ
く
学
生
間
の
交
換
留
学

な
ど
、
教
育
研
究
に
お
い
て
も
相
互
の
交
流
を
深
め
て
い
る
。

　

学
内
に
お
い
て
は
、
１
９
７
９
年
か
ら
生
涯
学
習
講
座
を

実
施
し
、
地
域
へ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
開
放
、
女
性
に
限
ら
な
い

情
報
教
育
聴
講
生
の
受
け
入
れ
、
近
松
研
究
所
の
附
置
な
ど
、

大
学
の
持
つ
リ
ソ
ー
ス
を
地
域
社
会
に
提
供
し
、「
地
域
と
共

に
歩
む
大
学
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

２　
経
験
値
教
育

　

少
子
化
が
進
む
中
、
本
学
に
と
っ
て
の
試
練
の
一
つ
は
共

学
化
の
問
題
で
あ
っ
た
。
近
隣
で
も
多
く
の
大
学
が
男
女
共

学
に
変
わ
り
、
女
子
大
学
の
存
在
意
義
が
懸
念
さ
れ
た
時
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
学
に
と
っ
て
は
、
代
々
の
理
事
長
や

学
長
の
、
安
心
し
て
、
女
性
の
持
っ
て
い
る
能
力
、
感
性
を

十
分
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
女
子
大
学
で
あ
る

と
い
う
熱
い
思
い
を
継
承
し
、
女
子
大
学
と
し
て
存
続
し
て

い
く
決
意
を
固
め
、
そ
の
存
在
意
義
を
再
確
認
す
る
機
会
と

な
っ
た
。
近
年
は
、
小
学
校
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
浸
透

や
共
働
き
の
増
加
、
さ
ら
に
女
性
活
躍
推
進
法
の
成
立
と
い
っ

た
社
会
状
況
の
後
押
し
も
あ
り
、
社
会
の
キ
ャ
リ
ア
観
、
世

代
観
、
家
庭
観
な
ど
も
大
き
く
変
化
し
た
。
そ
の
た
め
女
子

大
学
は
、
女
性
に
焦
点
を
当
て
、「
卒
業
後
に
迎
え
る
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
多
く
の
課
題
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
」
を

学
べ
る
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
と
の
評
価
が
定
着
し

つ
つ
あ
る
感
が
あ
る
。
健
康
、
教
育
、
生
活
な
ど
女
子
の
実

学
教
育
を
長
年
に
わ
た
り
担
っ
て
い
る
本
学
と
し
て
は
、
こ
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れ
ま
で
以
上
に
女
性
が
真
に
自
立
し
、
社
会
的
に
活
躍
す
る

た
め
の
教
育
を
担
う
使
命
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
の
改
革
を
進
め
る
中
で
、
教
育
の
手
法
と
し
て

「
経
験
値
教
育
」
を
本
学
の
方
針
に
掲
げ
て
い
る
。「
経
験
値

教
育
」
と
は
、
自
己
の
経
験
を
客
観
化
し
、
他
者
と
の
比
較

に
よ
っ
て
相
対
化
し
た
上
で
、
そ
の
蓄
積
を
成
長
の
糧
と
す

る
教
育
で
あ
る
。
学
生
に
は
講
義
、
お
よ
び
講
義
を
基
盤
と

し
た
学
内
、
学
外
で
の
実
習
や
実
験
な
ど
で
学
ん
だ
知
識
が
、

地
域
社
会
で
具
体
的
な
経
験
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学

生
自
身
に
「
や
る
気
」
が
起
こ
り
、
社
会
で
活
躍
す
る
た
め

の
原
動
力
と
な
る
知
恵
に
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
学
び
だ
と

説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
や
る
気
」
は
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
時
を
見
逃
さ
ぬ
よ
う
、
教
職
員
に

は
日
常
的
に
学
生
と
は
近
い
距
離
感
を
持
っ
て
接
し
、
教
育

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　
「
経
験
値
教
育
」
は
学
生
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
課
題

を
乗
り
越
え
、
自
信
を
持
っ
て
自
己
実
現
を
果
た
す
た
め
の

適
切
な
教
育
手
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

３　
課
題
解
決
の
方
策

　

こ
こ
数
年
の
間
に
、
大
学
は
国
の
内
外
に
お
け
る
政
治
、

経
済
、
社
会
、
文
化
、
そ
の
他
多
方
面
の
大
き
な
構
造
的
変

化
を
経
験
し
て
き
た
。
大
学
教
育
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
的
な
姿

勢
の
一
部
が
、
大
学
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
か
ら
怠
慢
と
指
摘
さ
れ
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
学
士
課

程
の
質
の
保
証
の
構
築
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
こ
れ
ま
で
実
社
会
で
十
分
に
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
女
性
の
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
の
法
的
制
度
整
備

が
進
み
、
経
済
も
家
事
も
男
女
が
分
担
す
る
新
た
な
時
代
を

迎
え
た
。
女
性
が
真
に
社
会
か
ら
期
待
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る

た
め
に
は
専
門
分
野
に
関
す
る
知
識
や
技
能
を
高
め
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
広
い
視
野
を
持
ち
、
た
と
え
時
代
が
進

み
社
会
が
求
め
る
も
の
が
発
展
し
高
度
化
し
て
も
、
し
な
や

か
に
そ
し
て
ス
ト
レ
ス
に
耐
え
ら
れ
る
強
い
人
間
力
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
育
成
も
課
題
と
し
て
大
学
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め
に
、
本
学
は
「
経
験
値
教

育
」
の
具
現
化
の
仕
組
み
づ
く
り
と
そ
の
実
践
の
場
の
構
築

を
検
討
し
て
き
た
。

　

２
０
１
３
年
度
、「
地
域
と
共
に
歩
む
大
学
」
と
し
て
、
地

域
の
拠
点
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
実
績
を
ふ
ま
え
、
文
部

科
学
省
の
「
地
〈
知
〉
の
拠
点
整
備
事
業
」
に
申
請
し
、「〈
地

域
〉
と
〈
大
学
〉
を
つ
な
ぐ
経
験
値
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
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選
定・

採
択
さ
れ
た
。

　

本
事
業
は
実
践
の
場
を
兵
庫
県
尼
崎
市
と
し
、
学
内
に
地

域
連
携
推
進
機
構
を
設
置
し
て
種
々
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
る
。
現
在
、
尼
崎
市
な
ど
と
本
学
が
連
携
す
る
地
域
志

向
基
礎
科
目
「
大
学
の
社
会
貢
献
」
を
開
講
し
、
２
０
１
６

年
度
に
は
、
２
年
次
生
を
対
象
に
全
学
を
横
断
す
る
地
域
志

向
必
修
科
目
「
つ
な
が
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
新
設
す
る
。

こ
れ
ら
の
科
目
は
、
尼
崎
市
の
地
域
課
題
に
即
し
た
テ
ー
マ

と
し
て
行
政
な
ど
と
共
に
取
り
組
み
、
課
題
解
決
に
向
け
た

企
画
、
提
言
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
同
時
に
、

こ
の
循
環
型
の
「
経
験
値
教
育
」
を
実
質
的
な
も
の
と
す
る

た
め
に
、
本
事
業
で
は
経
験
値
評
価
と
し
て
３
つ
の
評
価
（
ア

セ
ス
メ
ン
ト
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
評
価
、
つ
な
が
り
評
価
）
か

ら
な
る
新
し
い
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
学
び
を
具
現
化

し
実
感
で
き
る
指
標
を
策
定
し
て
い
る
。
本
事
業
は
、
学
生

が
地
域
で
の
学
び
を
通
し
て
失
敗
と
成
功
を
繰
り
返
し
経
験

し
、
そ
の
成
果
と
し
て
主
体
的
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、

強
い
人
間
力
を
備
え
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
女
性
を
育
て
る

仕
組
み
で
あ
る
。

　

今
後
、
教
職
員
は
学
生
が
卒
業
し
た
後
も
活
躍
を
支
援
し
、

見
守
っ
て
い
く
責
任
が
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
学
の
教
育
改
革
の
実
践
例
と
課
題
解
決
の
方
策

に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
本
学
は
建
学
の
精
神
や
大
学
の
理

念
に
基
づ
き
、
教
育
に
軸
足
を
置
い
た
大
学
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
今
後
も
女
子
大
学
と
し
て
社
会
に
存
在
し
、
そ
の
存
在

意
義
を
示
し
続
け
る
に
は
身
の
丈
に
合
っ
た
改
革
の
歩
み
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
教
育
の
現

場
は
短
期
的
な
方
針
や
社
会
の
動
向
に
唐
突
に
左
右
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
も
教
職
員
が
理
解
し
、
協
働
し
て

支
援
し
、
学
生
に
浸
透
し
、
学
生
の
教
育
を
活
性
化
さ
せ
る

改
革
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
も
、
学
内
で
の
不
断
の

意
見
交
換
は
も
と
よ
り
、
現
場
か
ら
の
改
革
策
と
エ
ビ
デ
ン

ス
に
基
づ
く
企
画
を
中
心
に
社
会
の
ニ
ー
ズ
も
加
味
し
な
が

ら
、
主
体
性
の
あ
る
大
学
運
営
を
地
道
に
実
行
し
て
い
く
つ

も
り
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
研
究
や
地
域
貢
献
は
魅
力
あ
る
教
育
を
創
造

す
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
教
職

員
、
学
生
に
と
っ
て
、
風
通
し
の
良
い
生
気
に
あ
ふ
れ
た
教

育
、
研
究
、
地
域
貢
献
の
場
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
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